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貴団体ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、今回弊社は自治体様で昨今非常に関心の高い危機管理をキーワードとしたシステム構築に関する御紹介
セミナーを企画致しましたので御案内申し上げます。
ご多忙の折とは存じますが、万障お繰り合わせの上、ご参加下さいますようお願い申し上げます。

敬具

株式会社オフィスブレイン

代表取締役社長 金子 雅彦

◆ＪＲ「名古屋駅」駅下車徒歩2分 ◆地下鉄「名古屋駅」駅下車徒歩2分
◆名鉄「名古屋駅」駅下車徒歩2分 ◆近鉄「名古屋駅」駅下車徒歩2分
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『地方公共団体の危機管理と情報システム』
～GISを駆使した地域安心ネットワークと被災者支援システムの活用について～

講師：西宮市ＣＩＯ補佐官兼
西宮市情報センター長

吉田 稔 氏

西宮市は平成7年の阪神・淡路大震災で壊滅的な被害状況の中、復旧・復

興に向けた取組みを支援する情報システムとして、被災者支援システムを開

発しました。

災害時や緊急時の情報システム整備の必要性を感じていた同市では、その

後、ＧＩＳとＷｅｂ技術を活用した地域安心ネットワークシステムなどのシステム

を開発してきました。

被災者支援システムは後に、自治体汎用システムとして再構築され、平成

20年度には地方自治情報センター（ＬＡＳＤＥＣ）から全国の自治体に無償配

布されています。

被災者支援システムの生みの親であり、常に「住民第一主義」を貫き、

西宮市の自治体情報化を推進してこられました吉田氏（西宮市ＣＩＯ補

佐官兼西宮市情報センター長）より、阪神・淡路大震災の経験等を踏ま

えた、「地方公共団体の危機管理と情報システム」について講演して頂

きます。

http://www.uchida.co.jp/index.html
http://www.winc-aichi.jp/access/
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講師：(株)内田洋行
情報システム事業部『ＩＣタグを活用した文書管理システム』

●ＩＣタグを活用して、重要書類や取引関連ファイル（紙袋、冊子、ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰﾌｧｲﾙ、CD/DVD等）の保管管理を支援します。

■ＩＣタグを活用した『資料持出し管理システム』は
自治体様各部署の資料保管管理において、ＩＣタグ機能を効果的に活用し
持出し管理（資料持出／返却・資料検索・不正持出通知・在庫管理等）の
運用を飛躍的に改善するために構築されたシステムです。

■運用機能は複雑化せず、簡易に“誰が”“何を”“いつ”持出した、返却した
かを管理し、ＩＣタグの利便性を充分活かし、夜間運用や担当者不在でも
画面タッチでのセルフ運用を可能としております。
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『自治体クラウド実証事業レポート』 講師：行政システム九州株式会社

●紙文書と電子文書の共存環境に対応し、受領から保存・廃棄に至るまでライフサイクルを通して一元管理します。

■標準化・簡素化された効率的な事務処理プロセス
各自治体の規模や状況に応じて、文書管理事務の標準化を実現。また、職

員の利便性を追求し、「使いやすい」だけでなく、実際に「使える」をコンセプト
に操作性を向上させました。

収受文書、起案文書単位に処理状況の管理が行えるため、部署、職員毎に
処理待ち件数が把握でき、事務の標準化及び処理漏れの防止を実現します。

■紙文書・電子文書を一元管理し、文書の再利用が促進
紙文書はスキャナで電子化し、起案文書に添付する電子文書だけでなく個人
のローカルパソコンやファイルサーバ、メール等に点在していた電子文書を一
元的に管理でき、再利用が促進され事務効率が向上できます。

■庁内・庁外を含めた電子的な事務処理体制
電子決裁システムと連携して、ブラウザ上で決裁・承認、供覧、合議などの

処理を行え、決裁処理の効率化とコスト低減を支援。電子メール連携機能に
より電子メールの収受および施行機能など、電子情報での流通を促進し、効
率的な事務処理、意思決定の迅速化を支援します。

■情報公開・説明責任に対応した行政文書の電子化と管理
各文書情報単位に公開区分、個人情報区分等を詳細に設定・管理でき、情

報公開システムと連携して、自治体ウェブサイト上での文書検索・閲覧も可能。
住民サービス向上を実現し、開かれた行政の推進を支援します。

●i-Japan戦略2015の方策のひとつである、『自治体クラウドの開発実証事業』の状況をご報告します。

政府が取り組んでいる自治体クラウド開発実証事業では、宮崎県、大分県、佐賀県、徳島県、京都府、北海道の6団体におい
て、各種開発実証を行っています。
開発実証項目は仮想化効果実証、LGWAN性能実証、事務共通化運用実証等の各項目を開発実証を行います。
本セミナーでは、宮崎県、大分県での、自治体業務実証事業をベンダーとしてサポートしている、行政システム九州株式会社よ
り、実証事業の内容や現状、そして期待される効果についてご報告いたします。

【自治体クラウドでの開発実証項目】
◆仮想化効果実証
◆LGWAN実証
◆新規自治体の参加実証
◆市町村バックアップ実証
◆ASP・SaaS全国利用実証
◆基幹システムを含む多数業務のクラウド利用実証
◆データセンター間バックアップ実証
◆事務共通化運用実証
◆県越えの業務サービス共同化実証



東海事業部 第1営業部 2G 担 当：川地・岡田・横井
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e- mail：m.yokoi@office- brain.co.jp
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セミナー内容（各セミナー：定員30名） 御出席 資料を希望

第1部セミナー（10:30- 11:30） 『ＩＣタグを活用した文書管理システム』

第2部セミナー（13:30- 14:30） 『自治体クラウド実証事業レポート』

基調講演 （14:45- 16:15） 『地方公共団体の危機管理と情報システム』
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●各セミナーの受講は無料です。

●本申込書に必要事項をご記入の上、ＦＡＸにてお申込みください。

●複数のお客様で受講をされる場合は、お手数ですが本申込書をコピーしてお使いください。
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FAX: 052-961-3735
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貴団体名 ： 御所属 ：

御役職 ： 御芳名 ：

TEL ： FAX ：

◆ＪＲ「名古屋駅」駅下車徒歩2分 ◆地下鉄「名古屋駅」駅下車徒歩2分
◆名鉄「名古屋駅」駅下車徒歩2分 ◆近鉄「名古屋駅」駅下車徒歩2分

〒462-0002 名古屋市中区丸の内3-16-29
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http://www.winc-aichi.jp/access/

